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なります。文科省の発表（平成 24 年 5 月）では、
栃木県の高校における日本語指導が必要な生徒
は 16 名と少ないのですが（参考までに茨城県 13
名、神奈川県 408 名）、この数値の背景や意味
も含め、外国人生徒の高校での就学状況の現状
や課題を把握したいと思っています。後者につ
いては、高校を卒業した日本人生徒の約半数が
大学を始めとする高等教育へ進学するのに対し、
外国人生徒の高校卒業後の進学率ははるかに低
いと思われます。高校進学における日本人と外
国人の間の進学格差よりも大学進学におけるそ
れの方が深刻だと主張する人もいます。まずは、
これらのことについて高校関係者と幅広く情報・
意見交換する場を設けたいと思っています。
秋からは多言語による高校進学ガイダンスも
始まります。是非、HANDS の活動を覗いてみ
て下さい。今後とも、HANDS に対するご意見
やご要望を積極的にお寄せください。
2014 年 8 月 7 日と 8 日の 2 日間、宇都宮市教
育委員会東生涯学習センター（以下、東生涯学
習センター）と HANDS プロジェクトの協働で
「子ども国際理解サマースクール」（以下、サマー
スクール）が行われました。本事業は、HANDS
としては 5 度目となる多文化共生教育実践です。
宇都宮市内の小学校 4 年生から 6 年生を対象
に受講生を今年も定員 30 名で募集したところ、
50 名以上の児童の応募がありました。年々好評
で、リピーターの児童も目立ちました。応募し
てくれた全員に参加して欲しかったのですが、
安全面などを考慮し検討した結果、抽選で 4 １
名に絞りました。
第 1日目：８月７日 10時～ 12時
テーマ ｢世界を知ろう＆世界から学ぼう 2014 
～韓国編～｣
一昨年の 2012 年から、世界の国や地域から 1
つを選び、その国や地域について学習すること
により、国際理解教育の一助となるよう構成さ
れたシリーズです。今年は開校式で東生涯学習
センター水沼栄所長よりご挨拶いただいたあと、
早速講座が始まり、日本のお隣の国・韓国につ
いて、韓相榮さんと鄭仁淑さん（ともに、栃コ
リア、宇都宮大学大学院国際学研究科前期課程
修了）にご協力いただき、以下の 4 つを中心に、
楽しく学びました。
１．韓国の文化について
　　①韓国の紙幣・韓国語紹介　②韓国衣装試着
２．韓国の伝統楽器体験－サムルノリ（四物ノリ）
楽器の説明・体験
３．テコンドー体験
４．韓国の遊び ｢チェギチャギ｣（羽蹴り）
｢１．韓国の文化について｣ では、たくさんの
ことを知りました。韓国は飛行機で 2 時間とい
う非常に近い国であることを地図を使った説明
で改めて実感しました。女性は結婚してもたい
ていは夫の姓に変更せず、夫婦別姓が多いこと
や、子どもの姓はたいてい夫の姓になるそうで、
子どもの姓については母の姓も選択できるとい
う制度は整っているが、昔のままの慣習を好む
夫婦が多いことを知りました。
食事については、韓国で使われているスプー
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ンやお箸を持ってきてくれたので、児童たちは
実際に触れることができて、鉄製のスプーンや
お箸の重さを実感し、｢スプーンでご飯を食べ、
他のものには箸を使うから食べるのに結構忙し
い｣ という講師のお話に、納得していました。
お椀などの食器を持って食べるのは行儀が悪い
という、日本とは反対の習慣があることにも、
児童たちは驚いた様子でした。
韓国の子どもたちの生活は、月曜から金曜ま
では毎日同じ習い事や塾があって、非常に忙し
いので、学校から帰ってきてからは、遊ぶ時間
が十分になくて ｢少しかわいそうな生活｣ を送っ
ていると鄭先生。大学入学に向けて、中学校から、
特に高校では夜中までかなり熱心に勉強し、そ
の結果、90％以上が大学に進学するそうです。
韓国の紙幣も紹介していただき、10000 ウォン
札の人物に描かれているのは、｢世宗大王　세종
대왕 セジョンデワン｣ で、朝鮮の４代国王で、
韓国固有の文字、ハングルを作り、科学の発展
にも大きく貢献した人物とお話しいただき、次
は韓国語講座へ。
私がこの韓国語講座の中で一番驚いたのは、
児童たちが初めて書いたであろう｢안녕하세요 ?｣
（アンニョンハセヨ）と ｢감사합니다 .｣（カムサ
ハムニダ）のハングル文字です。児童たちは、
一筆一筆書き方を教わりながら自分の資料に書
き込みましたが、巡視すると、間違わないよう
真剣に丁寧に書かれたそのハングル文字の美し
さに感動！近い将来、この児童たちから、韓国
語の達人やハングル文字の研究者が現れるかも
しれないと、期待せずにはいられませんでした。
その後は、韓国伝統衣装の ｢ 韓
ハ ン ボ
服 ｣ の試着で
す。男性用を ｢パジチョゴリ｣、女性用を ｢チマ
チョゴリ｣ というそうです。2 人の講師が持って
きてくれた ｢パジチョゴリ｣ と ｢チマチョゴリ｣
を試着した児童や本学の学生と一緒に全員で記
念撮影しました。その ｢ 韓
ハ ン ボ
服 ｣ を着たままでの
座り方も教えていただき、男性は、あぐらをか
くのが一般的で、女性は、腰を下ろしたあと右
膝だけをたてて、その膝の上に両手を置くそう
です。
｢２．韓国の伝統楽器体験｣ では、韓先生が
｢サムルノリ｣ という 4 つの打楽器、｢ケンガリ｣
｢チャンゴ｣ ｢チン｣ ｢プッ｣ を紹介しました。田
植えの時に豊作を祈願して行うお祭りでその楽
器を奏でるのだそうです。｢ドン　ドン　クン　
ター　クン｣ などと、それぞれの楽器のリズム
を教えてもらい、韓先生と一緒に演奏体験しま
した。独特のリズムや初めて見る楽器から出て
くる音に、参加者一同 ｢韓国｣ を感じました。
｢３．テコンドー体験｣では、講師の韓先生ほか、
韓先生のお子さんの韓準爀さん（宇都宮市立富
士見小 4 年）にも協力していただき、一同が静
まりかえるほどの気合いの入ったテコンドーを
まず披露していただきました。準爀さんによる
｢前蹴り｣ ｢前回し蹴り｣ ｢後ろ回し蹴り｣ などの
連続での演技は、一つ一つの動きが力強く、正
確で、小学生とは信じがたいその美しさと格好
の良さに、魅了されました。
｢４．韓国の遊び　チェギチャギ｣ では、順番
に体験しました。日本の蹴鞠（けまり）を思い
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起こさせるチェギチャギ。「羽根（チェギ）」を
地面に落とさないように蹴り続けます。韓先生
は 100 回以上も連続で蹴り続けられるのだそう
ですが、児童たちの多くはもちろん ｢チェギチャ
ギ｣ は初体験でしたから、数回続けるのがやっ
とでした。
日本から一番近い国・韓国。今回参加してく
れた児童たちに少しでも韓国に親しみを持って
もらえたらという気持ちで、企画しました。韓
先生や鄭先生には深くご理解いただき、惜しみ
ない準備をしていただきました。この場をお借
りして、御礼申し上げます。
いろいろな小学校から参加した児童たちです
から、ほとんどが初めて出会うお友だち。テコ
ンドーのようにみんなで体を使って活動したり、
韓国楽器をグループ演奏したりするうちに、自
然に仲良くなって、最後には、｢じゃあね｣ ｢ま
た明日ね｣ と解散していました。
第２日目：８月８日 10時～ 14時
テーマ ｢世界を感じよう 2014 ～宇大留学生た
ちとの交流～｣
毎年、大田原市にあるブラジリアンスクール
の児童生徒との交流を続けてまいりましたが、
先方の理由により、今年は残念ながらブラジリ
アンスクールの児童生徒との交流を断念しまし
た。また是非交流再会できますようにと願って
おります。そこで、テーマを上述のように変更
しました。
本学には、世界の 27 の国・地域から 263 名の
留学生が学んでいます（本学学務部留学生・国
際交流課調べ、2014 年 5 月 1 日現在）。今回は、
5 カ国 10 名の留学生に協力を依頼したところ、
｢（自分たちの住む宇都宮）市内の子どもたちと
も交流したいと思っていた！｣ と快諾してくれ
ました。
5 カ国とは、イタリア、スロバキア、インド、
アメリカ、ガボンです。その 5 人の留学生と留
学生アドバイザーの日本人学生が中心になって、
何日も何日も交流内容を考えました。他に、特
にこの日のために、HANDS Jr という、外国人
児童教育支援や国際理解活動に強い関心を持つ
学生団体が熱心に企画・準備・運営しました。
残念ながら当日スロバキアからの留学生が欠席
になり、イタリア、インド、アメリカ、ガボン
の 4 カ国だけになってしまいましたが、その 4
カ国からの留学生の他に、タイ、中国、マレー
シア、ベトナムからの留学生も加わり、当日は 8
名の留学生と、以下の５つの活動を中心に交流
することができました。
1. アイスブレイク ｢新聞紙を使って AMIGO ！｣
まず児童を 8 つのグループに分け、広げた
新聞紙 1 枚に各グループ何人乗れるか、また、
何分で全員が乗れるかを競い合います。普通
に起立しただけですと、3 人くらいしか紙上に
乗ることはできませんが、｢抱っこしよう｣
｢おんぶしてみよう｣ などと、コミュニケーショ
ンをとるうちに、創意工夫しながら協力する
ことを学びます。
2. 交流ゲーム① ｢スプーンレース｣
手に持ったスプーンにピンポン球を乗せて
15 メートルの距離を往復する、グループ対抗
レースです。ピンポンの “ バトン ” が渡ると、
落とさないように慎重になりつつも、どのチー
ムも 1 位を目指してゴールまでがんばりまし
た。
3. 交流ゲーム② ｢ピック　ザ　ボール｣
まず、児童たちは指示だしワークシートで、
各言語での指示の言い方を学びます。先述の
4 カ国の言語である英語・イタリア語・ヒン
ディー語・フランス語で、｢前｣ ｢後｣ ｢右｣
｢左｣ ｢止まれ｣ ｢前に進め！！｣ ｢後ろに下が
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れ！！｣ を学習しますが、普段耳慣れないヒ
ンディー語やフランス語に悪戦苦闘していま
した。その後、ゲームを始めます。目隠しを
した各グループの代表留学生に各言語（チー
ム別）で指示を与え、スタート位置から 10 メー
トル先の円の中にあるボールを拾い、スター
ト位置にあるカゴにまでそのボールを入れま
すが、できるだけ多くボールを制限時間以内
に入れます。４色あるボールの色で得点が変
わりますが、留学生は目隠ししているので、
各言語での指示の正確さが得点を大きく左右
します。これは、多いに盛り上がり、すべて
の交流ゲームが終わってからもアンコールで
再試合したほどでした。
4. 交流ゲーム③ ｢ドッジビー de AMIGO!｣
大きなコートの中に4グループごとの2チー
ムに分かれた児童が、コートの外に留学生や
大学生が外野としてスタンバイし、ドッジビー
対戦しました。投げられたドッジビーに当たっ
た児童はコートの外へ移動し外野になります。
どちらかのチームが全員 OUT になるまで熱戦
を繰り広げました。
5. 国際理解ゲーム ｢4 Corners Quiz｣
パワーポイントを使って、留学生の出身国
ごとに４択クイズを出題しました。国旗につ
いての出題やその国で人気のあるスポーツを
選ぶクイズなど、留学生たちが用意した問題
が出されました。児童が正解だと思う答えの
コーナーに移動してもらい、正解を発表し、
留学生による補足説明を行いました。例えば、
｢イタリアの首都はどこでしょうか？｣ の問い
に、A: ミラノ、B：フィレンツェ、C：ローマ、D：
ベネツィアから答えを選び、A だと思う人は
A のコーナーに行きます。当たれば、のちに
ポイント換算するシールをもらえます。すぐ
にわかってしまう問題もあれば、私たち大人
もどれだろうと少し悩む問題もありました。
閉校式では、宇都宮大学国際学部長　田巻松
雄より、｢（４、５年生は）来年もまた会いましょ
う｣ とあいさついただきました。解散後、留学
生たちに駆け寄ってあいさつしたり、写真を撮っ
たりと、別れを名残惜しそうにしていた児童た
ちを見て、この交流で児童たちにとって有意義
な時間を過ごせたことを実感しました。
最後になりましたが、当日までの 3 ヶ月とい
う長い期間に及ぶ準備と当日の運営にご協力い
ただいた皆さんに深く感謝いたします。
水沼栄（宇都宮市東生涯学習センター所長）
半田美智（宇都宮市東生涯学習センター生涯学習指導員）
鈴木孝（宇都宮市東生涯学習センター生涯学習指導員）
韓相榮、鄭仁淑（以上、1 日目講師、栃コリア）
韓準爀（テコンドー協力、宇都宮市立富士見小 4 年）
田巻松雄 （国際学部長、HANDS プロジェクト代表）
＜プログラム協力者：敬称略、順不同＞
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今年度第 1 回目の「外国人児童生徒支援会議」
を 7 月 25 日に開催しました。40 校の拠点校と 2
つの教室（小山市外国人児童生徒適応指導教室
と宇都宮市はばたきセミナー教室）担当者がメ
ンバーとなっています。参考までに 40 校の拠点
校の地域別内訳を示しておきますと、小学校 30
校については、宇都宮市 5、真岡市 5、小山市
4、那須塩原市 3、佐野市 3、鹿沼市 2、栃木市
2、大田原市 1、壬生町 1、中学校 10 校について
は宇都宮市 3、真岡市 3、小山市 2、大田原市 1、
佐野市 1 となっています。今回、42 校の担当者
のうち 33 名にご参加いただきました。
今年度当初実施したアンケートに「協議希望
事項・気になっていること」欄への自由記述を
お願いしましたが、以下のような回答が寄せら
れています。
・「日本語指導に関わる研修の場を設けてほしい。
特に初期指導については、専門的な立場の人
からの講習が必要と感じる」
・「DLA の結果を生かした日本語指導と、効果的
な学習支援のための『特別の教育課程』の編
成について、色々と研修したい」
・「『特別の教育課程』については、間違った解釈
がされていないか不安がある。年度初めの担
当者として、事務的な（書類上）内容などを
確認できるようにしたい」
・「外国人児童生徒教育においては、日本語教室
担当者間はもちろん、学校間での連携・協力
が必要である」
・「担当教員は、日本語指導や児童生徒の母国（母
語）文化等に関する研修が必要であり、その
ための時間を確保する必要がある」
・「外国人生徒の進路について、色々な情報が知
りたい」等など。
今回の支援会議は上記のご意見にも配慮し、
情報交換、進路問題、日本語指導に関する学習会、
の三部構成としました。
第一部では、「外国人児童生徒教育推進協議
会」所属 10 市町に対して行った「特別の教育課
程」対応状況についてのアンケート結果（平成
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若林秀樹（国際学部特任准教授、HANDS プロジェクト）
原田真理子（国際学部附属多文化公共圏センター研究員）
福田悦子、野澤佳代子 （以上、前期内地留学生）
船山千恵（HANDS プロジェクトコーディネーター）
山澤明美 （国際学部附属多文化公共圏センター事務補佐員）
ANKOUSSOU　MPIGA　SILVA　ALEXIA、COTTRELL　ALIISON　BETH、EMANUELE　
BARALDI、PHANSALKAR　ARJUN　SUGANDIKA、SOOKSAI ITSADA、NG YEE WEN、DO　
NAM　VIET、朱舸（以上、宇都宮大学の留学生のみなさん）
小野寺まゆみ、田中静美、佐藤春菜、チョードリ亜美奈、沖舘由依、行本大誠、さゆりヤスミン、桑田
梢、遠藤さくら、オルティスゆみこ、丹治真奈、荒井絵理菜、佐藤乃巴桂、五十嵐茜、渡辺ひかり、新
屋ジエゴ明夫、村里杏子、堀部聖人、金子彩香、竹元志穂、桑原奈見、コハツホセ、手塚千恵、岡井泉
樹、三ツ橋春香、岡本菜摘、斎藤柊奈、洪イェジン、遠藤幹太（以上、宇都宮大学 HANDS プロジェ
クト Jr メンバーおよび協力者）
